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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月25日(2016.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、燃焼器、ガスタービン、及び発電機を備えるガスタービンシステムと高温型燃
料電池を有するコンバインド発電システムにおいて、
　燃料ガスおよび空気が供給されて発電する高温型燃料電池本体と、
　燃料ガス源から前記高温型燃料電池本体へ燃料ガスを供給する燃料ガス供給流路と、
　前記高温型燃料電池本体から排出された排出燃料ガスを前記燃焼器へと導く燃料ガス排
出流路と、
　前記圧縮機からの吐出空気を前記高温型燃料電池本体へ供給する空気供給流路と、
　前記高温型燃料電池本体から排出された排出空気を前記燃焼器へと導く空気排出流路と
、
　前記燃焼器に対して、前記燃料ガス排出流路とは別に、燃料ガスを供給する補助燃料ガ
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ス供給流路と、
　前記ガスタービンシステムの負荷に応じた負荷を前記高温型燃料電池本体に通常時負荷
指令値として与えて、該高温型燃料電池本体に供給する燃料ガス量を調整する制御部と、
を備え、
　前記制御部は、
　前記空気供給流路を介して前記高温型燃料電池本体内に供給される空気圧力が過渡的に
増加する圧力増加時に、該高温型燃料電池本体に与える負荷を、前記通常時負荷指令値に
対して所定値を増加させた圧力増加時負荷指令値として与え、
　かつ／または、
　前記空気供給流路を介して前記高温型燃料電池本体内に供給される空気圧力が過渡的に
減少する圧力減少時に、該高温型燃料電池本体に与える負荷を、前記通常時負荷指令値に
対して所定値を減少させた圧力減少時負荷指令値として与えることを特徴とするコンバイ
ンド発電システム。
【請求項２】
　前記制御部は、前記圧縮機の吸込空気流量を制御する流量制御ベーンの開度変化に基づ
いて、前記高温型燃料電池本体に供給される空気の過渡的な圧力変化を検出することを特
徴とする請求項１に記載のコンバインド発電システム。
【請求項３】
　前記制御部は、前記ガスタービンシステムに与えられる負荷変化速度指令値に基づいて
、前記高温型燃料電池本体に供給される空気の過渡的な圧力変化を検出することを特徴と
する請求項１又は２に記載のコンバインド発電システム。
【請求項４】
　前記制御部は、前記空気供給流路の圧力に基づいて、前記高温型燃料電池本体に供給さ
れる空気の過渡的な圧力変化を検出することを特徴とする請求項１に記載のコンバインド
発電システム。
【請求項５】
　圧縮機、燃焼器、ガスタービン、及び発電機を備えるガスタービンシステムと高温型燃
料電池を有するコンバインド発電システムの運転方法において、
　前記コンバインド発電システムは、燃料ガスおよび空気が供給されて発電する高温型燃
料電池本体と、
　燃料ガス源から前記高温型燃料電池本体へ燃料ガスを供給する燃料ガス供給流路と、
　前記高温型燃料電池本体から排出された排出燃料ガスを前記燃焼器へと導く燃料ガス排
出流路と、
　前記圧縮機からの吐出空気を前記高温型燃料電池本体へ供給する空気供給流路と、
　前記高温型燃料電池本体から排出された排出空気を前記燃焼器へと導く空気排出流路と
、
　前記燃焼器に対して、前記燃料ガス排出流路とは別に、燃料ガスを供給する補助燃料ガ
ス供給流路と、
　前記ガスタービンシステムの負荷に応じた負荷を前記高温型燃料電池本体に通常時負荷
指令値として与えて、該高温型燃料電池本体に供給する燃料ガス量を調整する制御部と、
を備え、
　前記制御部により、
　前記空気供給流路を介して前記高温型燃料電池本体内に供給される空気圧力が過渡的に
増加する圧力増加時に、該高温型燃料電池本体に与える負荷を、前記通常時負荷指令値に
対して所定値を増加させた圧力増加時負荷指令値として与え、
　かつ／または、
　前記空気供給流路を介して前記高温型燃料電池本体内に供給される空気圧力が過渡的に
減少する圧力減少時に、該高温型燃料電池本体に与える負荷を、前記通常時負荷指令値に
対して所定値を減少させた圧力減少時負荷指令値として与えることを特徴とするコンバイ
ンド発電システムの運転方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の高温型燃料電池を有するガスタービンコンバイン
ド発電システムおよびその運転方法は以下の手段を採用する。
　すなわち、本発明にかかる高温型燃料電池を有するガスタービンコンバインド発電シス
テムは、圧縮機、燃焼器、ガスタービン、及び発電機を備えるガスタービンシステムと高
温型燃料電池を有するコンバインド発電システムにおいて、燃料ガスおよび空気が供給さ
れて発電する高温型燃料電池本体と、燃料ガス源から前記高温型燃料電池本体へ燃料ガス
を供給する燃料ガス供給流路と、前記高温型燃料電池本体から排出された排出燃料ガスを
前記燃焼器へと導く燃料ガス排出流路と、前記圧縮機からの吐出空気を前記高温型燃料電
池本体へ供給する空気供給流路と、前記高温型燃料電池本体から排出された排出空気を前
記燃焼器へと導く空気排出流路と、前記燃焼器に対して、前記燃料ガス排出流路とは別に
、燃料ガスを供給する補助燃料ガス供給流路と、前記ガスタービンシステムの負荷に応じ
た負荷を前記高温型燃料電池本体に通常時負荷指令値として与えて、該高温型燃料電池本
体に供給する燃料ガス量を調整する制御部とを備え、前記制御部は、前記空気供給流路を
介して前記高温型燃料電池本体内に供給される空気圧力が過渡的に増加する圧力増加時に
、該高温型燃料電池本体に与える負荷を、前記通常時負荷指令値に対して所定値を増加さ
せた圧力増加時負荷指令値として与え、かつ／または、前記空気供給流路を介して前記高
温型燃料電池本体内に供給される空気圧力が過渡的に減少する圧力減少時に、該高温型燃
料電池本体に与える負荷を、前記通常時負荷指令値に対して所定値を減少させた圧力減少
時負荷指令値として与えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　高温型燃料電池本体では、燃料ガス源から導かれた燃料ガスと、ガスタービンシステム
の圧縮機から導かれた空気によって発電が行われる。このときの高温型燃料電池本体の負
荷は、ガスタービンシステムの負荷に応じて（例えばガスタービンシステムの負荷に対す
る所定の比率として）、通常時負荷指令値として与えられる。与えられる通常負荷指令値
に応じて、高温型燃料電池本体に供給される燃料ガス流量が決定される。
　ガスタービンシステムの燃焼器には、高温型燃料電池本体から排出された排出燃料ガス
と、補助燃料ガス供給流路から導かれた補助燃料ガスと、高温型燃料電池本体から排出さ
れた排出空気とが導かれて燃焼が行われる。燃焼器にて発生した燃焼ガスがガスタービン
に導かれてガスタービンが回転され、ガスタービンの回転力によって発電機が駆動されて
発電が行われる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　さらに、本発明のコンバインド発電システムでは、前記制御部は、前記ガスタービンシ
ステムに与えられる負荷変化速度指令値に基づいて、前記高温型燃料電池本体に供給され
る空気の過渡的な圧力変化を検出することを特徴とする。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明のコンバインド発電システムの運転方法は、圧縮機、燃焼器、ガスタービ
ン、及び発電機を備えるガスタービンシステムと高温型燃料電池を有するコンバインド発
電システムの運転方法において、前記コンバインド発電システムは、燃料ガスおよび空気
が供給されて発電する高温型燃料電池本体と、燃料ガス源から前記高温型燃料電池本体へ
燃料ガスを供給する燃料ガス供給流路と、前記高温型燃料電池本体から排出された排出燃
料ガスを前記燃焼器へと導く燃料ガス排出流路と、前記圧縮機からの吐出空気を前記高温
型燃料電池本体へ供給する空気供給流路と、前記高温型燃料電池本体から排出された排出
空気を前記燃焼器へと導く空気排出流路と、前記燃焼器に対して、前記燃料ガス排出流路
とは別に、燃料ガスを供給する補助燃料ガス供給流路と、前記ガスタービンシステムの負
荷に応じた負荷を前記高温型燃料電池本体に通常時負荷指令値として与えて、該高温型燃
料電池本体に供給する燃料ガス量を調整する制御部とを備え、前記制御部により、前記空
気供給流路を介して前記高温型燃料電池本体内に供給される空気圧力が過渡的に増加する
圧力増加時に、該高温型燃料電池本体に与える負荷を、前記通常時負荷指令値に対して所
定値を増加させた圧力増加時負荷指令値として与え、かつ／または、前記空気供給流路を
介して前記高温型燃料電池本体内に供給される空気圧力が過渡的に減少する圧力減少時に
、該高温型燃料電池本体に与える負荷を、前記通常時負荷指令値に対して所定値を減少さ
せた圧力減少時負荷指令値として与えることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　燃料系統２３は、図示しない燃料ガス源からＳＯＦＣ本体１５の燃料極側へ燃料ガスを
供給する燃料ガス供給流路Ｌ１と、ＳＯＦＣ本体１５の燃料極側から排出された排出燃料
ガスを燃焼器９へと導く燃料ガス排出流路Ｌ２とを備えている。また、燃料系統２３は、
燃料ガス排出流路Ｌ２の中途位置の分岐点２２から分岐して、燃料ガス供給流路Ｌ１の合
流点２４へと接続される燃料ガス再循環流路Ｌ３を備えている。ここで、燃料ガスは燃料
ガス供給経路Ｌ１またはＳＯＦＣ本体１５で図示しない改質手段により、水素や一酸化炭
素を含む燃料ガスに改質されていることが望ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　燃料ガス再循環流路Ｌ３には、燃料ガス排出流路Ｌ２から分岐した排出燃料ガスを燃料
ガス供給流路Ｌ１へ押し込むための燃料ガス再循環ブロワ２７が設けられている。燃料ガ
ス再循環流路Ｌ３により、未利用の燃料を再循環させることで燃料利用率を向上させると
共に、ＳＯＦＣ本体１５の発電反応で得られた水蒸気を燃料ガス供給経路Ｌ１に投入する
ことで、改質反応に必要な水蒸気を確保することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　図６には、本実施形態の高温型燃料電池ガスタービンコンバインド発電システム１’が
示されている。このコンバインド発電システム１’は、図１に示した第１実施形態に対し
て、空気供給経路Ｌ４に圧力センサ３０が追加されている点で相違し、その他は同様であ
る。したがって、共通する構成については同一符号を付しその説明を省略する。
　圧力センサ３０は、ＳＯＦＣ本体１５の入口近傍に設けられている。これにより、ＳＯ
ＦＣ本体１５に供給される空気圧力を検出することができる。圧力センサ３０にて検出さ
れた計測データは、制御部へ送信される。なお、圧力センサ３０は、図６に破線で示され
ているように、空気供給経路Ｌ４の圧縮機７の出口近傍に設置して、圧縮機７から吐出さ
れる空気圧力を検出するようにしても良い。
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